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LCCM HOUSE × RESILIENCELCCM HOUSE × RESILIENCE
人と地球にやさしい家　×　災害に強い家 LCCM HOUSE × RESILIENCELCCM HOUSE × RESILIENCE

人と地球にやさしい家　×　災害に強い家

これから日本の未来基準「2050年 脱炭素社会へ」これから日本の未来基準「2050年 脱炭素社会へ」

サスティナブル建築物等先導事業
（省CO2先導型） 採択。LCCM先導事業 採択。LCCM先導事業

省エネ大賞受賞‼省エネ大賞受賞‼

暮らしでの光熱費を 10％削減します。

人にやさししく、地球にやさしい
CO2 出さずに、災害にも強い家

日本のモデル
に採択！

日本のモデル
に採択！

省エネ･健康･住宅性能「日本一の家づくり」に選ばれました‼

　「 ハウス・オブ・ザ・イヤー 大 賞 」を受賞‼　「 ハウス・オブ・ザ・イヤー 大 賞 」を受賞‼　「 ハウス・オブ・ザ・イヤー 大 賞 」を受賞‼

住宅性能・省エネルギー性能・健康性能 を評価。
たかさごの家「彩樹の家 LCCM×RESILIENCE」
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ハウス･オブ･ザ･イヤーハウス･オブ･ザ･イヤー
HOUSE OF THE YEAR IN ENEGY 2022HOUSE OF THE YEAR IN ENEGY 2022

HOUSE OF THE YEAR IN ENEGY 2023HOUSE OF THE YEAR IN ENEGY 2023

建物外皮とエネルギー設備機器を一体として捉え
トータルとして省エネルギー性の優れた住宅を
表彰する制度です。

ハウス･オブ･ザ･イヤー･イン･エナジー

評価の視点
視点 1：外皮・設備の省エネルギー性能値

視点 2：多様な省エネルギー手法の導入および
                健康、快適性  その他の取り組み

視点 3：省エネルギー住宅の普及への取り組み

住宅の躯体・開口部・設備機器の性能を、「住宅の省エネルギー
基準（平成 28 年省エネ基準）※」により数値化して評価します。

視点 1での定量的な評価が難しい省エネルギー技術・手法および
健康・快適性 その他の取り組みを総合的に評価します。

供給戸数、情報発信等を考慮し、省エネルギー住宅普及への各種
取組を総合的に評価します。
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